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我々は.通産省主催の爆発央馴 こおいて,多故の各租豚青肝と紀銀計を用いて･各種の地東

上燦非爆発からの爆発鹿音の抑促 を爽施し.多散の油定データを科たが･それらには･絵集の

亜理や解析が{･きないほどに.大きな不一致と′.'ラツキが箆められた｡

我々は.その麻田と爆発擬音を正砂こ脚定する方掛こついて偵肘し･その糖軋 僻発較音の

正曲な測定のためには,特別な性能をもつ軒昔計と紀政計が必要であることを明らかにした｡

ここでrL そのような脚定デ-タの一例と検肘結果と報告する｡

1. 総 官

樹発長音の潤定FL JtSZ8731r軽昔レベル測定方

軌 にしたがって,骨通鞍奇計を使用して.I-クー

指針の最大振れ伍を統みとろか.又はレベルレコーダ

に紀赦して,その波形のど-ク伍を統みとる方法が世

通のやり方であり,我々は過去そのような方法によっ

て,椿兼任者の潤定ヂ-タを典横してきた.汁.).

通産省主催の昭和54年度の相馬ケ原典故D.及び昭

和防年度の王城寺原集魚lIでは.多政の各屯廠奇計と

紀簸BI,を用いて.各租の爆発からの爆発音の抑定を爽

滝し.多鉄の測定デー タを得たが.それらには括県の

整理や解析が･できないほどに,大きな不一鼓と′{ラツ

キが静められた｡

その結果.爆発昏昔の孤定には.過去普通に行われ

てきた方法では不適当ICあり,一曲原音の油定にはな

い特別の測定上の注意及び特別の甜定番が必要T･ある

ことがわかった.

ここでは,大きな潤定不一丑やパラツキの路められ

た代敦的なデータを雑介し,その原田及び爆発圧音を

正砂 こ洞定する方法lこついて換肘する｡
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なお.爆発音は可昏下限周波牡近傍ないしは以下の

周波敢城に.多色のエネルギーをもつインJl'ルス性併

音であり.垢い持税時Pqと普通には非常に低い発生頻

度のr=めに.一曲昏音の好菅とは大きく異なる｡その

ため.このような爆薄青の邦定や評価は.非常lこ田鮭

で.今後の研究を持たなければならないが.まず串一

段階として.潤定番や粥定方法によらず.一定の醐定

位が拘られるような方法が必婆とされる.当研究の目

的は.そのような方法を兄い出すことにある｡

2. 奔 騰

2.1 爆源粂件

相馬ケ原兼良では,地衣上に田いたスラー)一爆薬
(熊曲.100g-4.5kg),又は盛ビ管に装薬した ANF

O爆薬 (典弘 480g-4.75kg)の爆発からの菅につい

て.銅定を行った｡王城専原爽故T･は.弾丸衝突起爆

感度拭魚で発生した音.すなわち.弾丸駆軌用の少丑

の3号桐ダイナ1イト(集魚50-200g)と.地袋上2

点に波田された3号桐ダイナマイトとスラリー爆燕の,

どちらか一方.又は両方ともスラlJ一爆薬の爆発 (薬

氏,3.6-85kg)からの菅について湘定を行った｡燕

庇が7kgより多い時は,はば斉発の2点爆疎である｡

辞書別ま.通産省出版の木魚報告否8)I)に紀されている｡

2.2 軌弧点と地形条件

丙兎故租とも山裾の複雑な地形のところにあり.爆

発音は租沸点毎に苑なった地形条件の彫轡を受けた｡

それらの辞細については.集散報昏昏申Olこゆすり.

ここでは.税別データの汲明のところで.必要な埠合

にのJA,爆点と他耐点間の地形条件の筒琳な挽明を行

うに止める｡

2.3 割走辞と伽 計
音叉は原音の測定坤として.相馬ケ原典験では,吹
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に示すような普通鹿奇計や指示母音計,イン′:ルス輔

車原音肘及び超低周波音測定韓等7種16台を依用した｡

骨油放昔計-･･..RIONNA107(2台).RIONNA-

09(4台)

指示患奇計･･‥･･El本刑捗SM-5844(1台).日本屯

子脚等 SLP-21(1台)

インJl'JL,ス唇音計･････,R10NNA-57(1台),RtON

NA-61(6台)

超低周波青銅定津･･････R10NMV-03マイクt)ホン

と転勤計RIONVM-148 を

組み合わせたもの

これらのうち,骨適任曹計はJISC1502-1977.柑示

駄奇計fiJISC1502-1967,インJl'JL･ス輔車丑音桝も

JISC1505-1977とIECPub.197A')に適合する断

計である｡また,NA-61のFlat特性 と超低周波音潤

定辞の低周波応答性は,それぞれ10とlHEまで-<･あ

る｡

紀銀肝としては.レベルレコーダ (R10NLR-03,

LR-04)と高速度グラフィックレコーダ (RIONLR-

50)を用いた｡レベルレコーダは指数変速形のもの.

高速度 グラフL･/クレコーダは.繊按的可動称分をt,

たない絶投破壊配簸方式を採用している｡また.鈍定

幹からの出力は,ほとんどの場合にデータレコ-ダに

位免紀較した｡それらはいずれもDCから625H正一5

kH壬生T･の周波敢応答性がある｡

王城寺原英鼓では.虚も不一鼓の大きかった指示母

音計は,使用せず,況定皆を2カ所の侃測点に瓜めて.

主として孤定方法の比較検討を行なった｡

2.4 狐定及び解析方法

轍及位晋の粥定は 各範昏昔計の最大振れ仇 (以下

指示伍と称する)の改みとりの他.レベルレコーダや

高速度 ブラフイ･/クレコーダでは.それらの動特性回

路を通して紀録されたDC波形のt:'-ク依 (以下坤に

I:I-ク俵と称する)を故みとることによって行った｡

データレコーダに妃魚されたAC侶骨は.役に爽放

免において.患者計.レベルレコーダ及び高速度 グラ

フィックレコーダに印加して,再たび拍示伍やピー ク

伍を脱みとった｡

これらの各種方法によって掛られた測定位について,

検述するような比較検討を行い.我々の用いた方法の

うちでは.政も正也であると判定された伍,すなわち,

インパルス柿密軽菅計の出力俗骨を記鼓したデータL･,

コーダの出力を,適当な虎魚条件に七･/トした高速度

ブラフイ･/クレコーダLR-50に撲殺 して. その紀録

波形から統みとったt='-ク伍を比較基準伍とした｡そ

の方法をもっと詳しく規明すると,T'-1タレコーダに

配色されたインJl'ルス椅重母音計からのAC出力倍号

を,LR-50のフルスケ-/レレベルよりも,少なくとも

20dFI以上低いレベルに.放昔計のフルスケールレベ

ルが一致するようにセットしたLR-50に印加し.それ

に放 されたDCレベル波形から読みとる方法である｡

その他.T'--タレコーダに定食された伯母について

は,LR-50.シ1ナルナt,セッサー (三栄油蝉7T7A,

デジタル方式)及び適当なオ･/シロスコーナ等を用い

てAC汲形を観潤するとともに,1/3オククー1実時

間分析蛤 (RIONSA-24)によって実時間スペクトル

分析.及び7T7AによるJl'ヮースペクトル分析を行

った｡

3.乗験結集

過去.JIS規格鹿奇計を使用して,爆発低音を抑定

した場合には,防音肝毎に少し異なる柑示位が柑られ

ることはわかっていたが.相馬ケ原奔放ではそれをあ

まり考慮に入れず.位発音の広範日の特性と持るため

に,異なった地形条件毎に多くの他部点を放け.さら

に多くの周波数補正特性 (A.良,C及びFl8t)と動特

性 (InlPtJIsc.FasL及びSlow)について.約定を行な

った｡

そのような潤定によって掛られたデータに.以前知

られていた以上に大きな不一鼓とJ{ラツキがあること

がわかったのは,測定データを亜理し,解析十る段階

になってからであった｡その実鼓では.抑定方法の検

肘を爽験のB的としていなかったために.一見するだ

けで.不｢鼓やバラツキが明穂となるデータはほとん

どなかった｡なお.次年度の王城寺原来故では.それ

を主目的とした測定を行い,そのための多故のヂ-タ

を糾た｡

ここでIも それらの-1例を挙げるに止めるが,大き

な不一鼓とバラツキを含んだ多敦の生の相馬ケ原失政

データ及び湘定方法を検討するための王城専原爽鼓Tl-

- タの辞紗 こついては.英故報告書与川 にゆする｡

T8blclは,相馬ケ将来故.<･得られた骨油倍音肝又

は指示疎音肝の拍示値と,高速度グラフィックレコー

ダを用いて得られた基申伍との比故 を示す｡また.

Table2は.王城寺原爽故で得られた甘通底奇計とイ

ンJIルス輔盤騒音計NA-61の指示値と品中位との比

較を示十｡

相馬ケ原データは,lつ (ANFO爆薬480g)を除

くと全てl点燈漁からの昔について得られたものであ

るが.王城尊慮データIも 2点燈源からの音について

のものが多い｡相馬ケ原第3規濁点は.地形の好守は

あまり受けていないが.樹木等による吸音の彫哲があ

る｡軒5軌耐点は.燦点との問が低地となっているた

d).超音や吸音の捗管をほとんど受けなかった｡王城

専原A級軌点は,但点と同じ谷間沿いにあり.反射の
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Tab)e1 ComparisonorreadingsFrom SoundLevelMeterswithreference

yAltJCSくSdmagahr8data).

ExplosiveChArgCWeight(kg) No.3measurngpOLnL No.5measuringpoi
ntSLM NA-09 Rcferencc SLM SM-5844 ReE

crenceReading Value read

ing Y血lueANFO O.48 60 61 76 85

0.85 68 69 78

873.17 75 77

96 1030.85 6

8 70 82 873.17 73 75 91 98

1.28 69 72 85 954.75 76 t 77 94 10

4(Unit;dBA Fast)ReEerencey8luewasObtz

lirtedbytheoutputolLR-50connectedtoDabRecorder(ACsignallrom
NA-61)undertheconditionsthattheLullscaleLeyeloI

NA-61wassetunder20dBfromthatoiLR-50.TAtlle2 ComparisonolreJldingsFrom SLMsarLdPrecisi

onSLM withrcrercnccvaluc(OjOjihmdatzL)ExplosivesChrgewcight(kg) ^ meaSurLngPOlnt l B mCaSurlrtgpOinlS
LM NA-09 ReFcrence PrecisionSLM !sLM NA-0

9 Rcfcrcncereading vAluC NA-6lre8ding rcAd

ing valueS 8.ll 93 95

.5 92 76 -S+D 8.45 93

95.0 94 76 76.0S 8.06

94 95.0 93 73 74.5S+D 8.40 94 97.0 98 74 7

5.5S 8.01 94 101.5 l(

描 74 15.5S+D 8.35 94 99,5 loヰ 75 78.5

S 7.96 89 98.0 97

74 76.0D 4.62 89 93.0 94 74 76.0S 7.91 89 - 93 7

4 76.5S+D 8.25 88 - 92

76 78.0D 3.62 87 - 9

2 70 72.5S:S)tJrryExplosiyc.D:No.3KiriDynamite(Unit;dBAFa

st)彫哲を敷く受け.B観測点は樹木の繋･'r=

山陰にあり.重曹と吸音の彫轡を赴く受けた｡これらの組加

点は.頓に.それぞれ但点から630.430.

360および400mののところにある｡Table3

は.爆発音のような塩時隅持続のインパルス性母音の測定には,瓜姿である

と考えられている7)助特性関の軌定位の益の一例を

示す｡ここには.Slow応答速定位が強く暗愚菅

の彫轡を受けた場合があるので.それを除き,lmpul

SeとFAst応答問の油定住の藍 (dBLImputse-dBLFaLBt)について妃した.各虫

の左将に帆 居奇計の指示伍岡の益を.右I軌こは基申 岱間の差を示す｡両者間には.一見し

て香しく大きな差異があることが明白であり,これが愚者al･鍬 こ

大きな指示伍の義兵がでること.又ある敏の疎音計で

は大きく間違った指示値を得ることがあるということ

を.砥証した戯初のデータである｡TAble4ri.普通鞍音計とインパ

ルス桁毎丘奇計NA-61の指示値とレベルレコーダ(LR-04,LR-03)か



TAbte3 dBLImpulseminusdBLFASI血tA(SomAPhArAdAtiL)

SlurryExplosiyeChEgeWeight Mcterreadings RcEercnceydtJC
SFlq,-FFbL AlEq,-Ab一 FJ叩-FFbL Ahp

-AFhtNo.2M.P. No.3M.P.lNO.5M.P. No.2M.P.N○.3M.P.

No.5M.P.lOOg 5.5 -

- 4.0 4.5 5.0300g 6.5

8.0 12.0 4.0 5.0 5.01kg 8.5 9.0 13.0 4.5 4.5 4

.52kg 8.0 7.0 12.0 3.5

4.5 4.54.5kg 5.5 6.0 10.5 4.0 4.5 4.0ANFOEⅠpl○si

veChargCVeight Meterr飽
din野 l RcrercncevaltJeSAIDp-AFb一 Al.np-AFbtNo.2M.P.No.3M.P.No.5M.P.No.2M.P.No.3M.P.No.5M.P.

480g 1 I.0 14.0 JI.0 3.

0 4.5850g 4 6.5 12.0 4.

5 4.0 4.51.28kg 4 8.0

13.0 4.0 4.0 4.53.17kg 0 7.0 12.5

4.0 3.5 4.04.75kg 1 6.0 15.5 4.0 3.5 4.5

M･P･;MeasunnBpoint. L

;AorFl8LTAblc5は,ダイナ

ミ･Jクレンジが50dBと広いレベルレコーダ (LR-

04)で,入力の昏奇計のフルスケールレベルが.そのフ

ルスケールレベルに-鼓するように.及びそのレベル

よりも20dB低いレベルに一敦するように設定して.

lf-タレコーダからの伯母を入れて掛られた記録波形の

ピーク位と.uト50から得られた品中位との比較

を示す｡このように.丘奇計のフルスケールレJ<ル

を.記魚計のレベルレコーダのどのレベルに設定するか

で,そのt='-ク位が変わる現射ま,高速度グラフィッ

クレコーダの場合にも蕗められた｡ただ.レベルレコ

ーダの場合には.そのフルスケールレベルよりも20d

B以上に低いレベルに.鹿奇計のフルスケールレべIL･

が設定されたとしても.その読みとり伏 (ピーク伍)が

小し変わるのに対して.高速度ブラフイ･Jクレコーダ

の場合は,フルスケールレベルよりも20.特に30dB以

上低いレベルに放起されれば,そのピーク伍はほとんど一

定となり.変わらなかった｡これと類似した現象と

して.懸青汁J一夕の0-+10dBの目盛亀田で改みとつたか.または-

10(-5)～OdBの目盛脇田で読みとったかにJ

:って.その指示価が大軌 こ異なる場合があった｡こ

れは俄然にいくつか兄い出されたものであり.まと

まったデータはないので来示は省略する｡低音計

の指針の最大握れ (指示伍)の庇みとりは,人の日によって行う｡当然いくらかの沈みとり段差が

(unit;dB)考えられるので.データレコーダに紀鼓されたいく

つかの支流波形をNA-61に入れて

,3人の人の流みとり伍を比較した｡結果をTab

le6に示す｡日による統みとり訊豊は.予期された

ものよりかなり少なくなっている｡S. 結果の換肘

al 測定及び押防方法について爆発唐音の

榊定及び酔蛎は.国内においてのみならず外国においでも.

まだ定まった方法というものはないが.各柾の方法が

捜奏されてきている也)一川｡ 我々は一般倍音に申じた

測定方法ということから.また超低周波音の好野lこ関する田

並結果ll)及び提案された方法を考慮に入れて.基本的には.

砲盛的.心理的影響に関しては.A特性で.構造物-

の好守及びそれによる二次的好野川 に関しては.F

la一又はLincar特性(Fhtはインパルス椅

密昏曹計のFht特性.LineBr特性は超低周波

管網定密の周波欺特性をさす)でP)定するのが適当であると考

えて.両特性による粥定について検射した｡なお,

今回湘定した地変上爆発から爆発音払 10Hz以下の周波牡

成分は多血には含んでいなかったのT･.FhLと

LincAr特性による瓢定伍を区別することはしなかった｡さらに.各曲特性でのA



T&II)e4 ComparisonoLreadingslrom SLM andPrecisionSLM withLevel

1)Fb一 Recorderreadings(SomAgaharadaLiL)

SIurryexplosiyeChqgeveight LR-04(NA-61)reading NA-61 r也ding DiLreren

ce100g 83

84 -1300g

90 92 -21kg loo 102 -2

2kg 104 108

-44kg 111 Il一 -2SlurrycxplosiveChargeweight LR-04(NA-09)reading
NA-09 reAdirLg DiEEeren

celゅg 5
6 56 0300g 62 62

01 72 72 02kg 74 74 04kg 74 乃 -1SlurryexplOsiveChargewcight LR-03(NA
-09)readirLg NA-09 reading DiEEere

nce480g 64 65 -1

脚 g 68.68 68.

68 0,01.28kg 70 69 13.17kg 75.73 75,73

0, 04.17kg 75 76 -1(unit

;dJi)TAble5 TheeflecLorLcyetRecorder.･angesellingonFhlreadings

(a)'6jiham da叫)'ExplosiycsChargcweight A meAsunngpoint B tncaSunngpOintLeveIRecordcr Reference LcveIRecord

er Rdcrence(kg) OdB -20dB yaltJe OdB

-20dB ValueS 8.ll 123.2 126.2 129.5

- -ら+D 8.45 123.5 126.3 129.5 120.

I 122.2 122.5S 8.(方 123.0 125.7 129.

0 118.1 120.0 120.0S+D 8.40 123.5 126.

0 129.0 120.0 121.8 122.0S 8.01 123.

5 126.2 129.5 118.3 120.3 120.5S+D 8.35 124.0 126.7 130.0 121.2 122.9 123.

5S 7.96 123.2 126.0 129.0 Ilる.

2 120.5 120.5D 4.62 124.0 124.6 128.0 118.5 120.2 120.5

S .Slurryexplosive,D;No.3KiriDynamiteLevelRecord

errangesettingsOdB;Fullsea)elevelorNA-6lwasSetonitoELeyelRecorde



TAhle6 Comprisonolreadings(dBFFhl)obtAinedby3persons.

SaTTLplcnOiscNo. A,No.l A.No.2 ら

C1 113.8 113.8 12

4 123.92 105.8 105.5

105.5 105.53 1(描.8 L
OG.8 107.1 107.04 91.8 91.8 91.9 91.

95 94.0 94.3 94.8 94

.66 117.8 117.2 119.0

118.67 117.8 117.8

118.2 118.08 1雌.7 10
6.3 107.1 IO6.79 104.8 105.3 105.4 105.4

10 95.7 95.7 96.3 9

6.0なかった｡ただ.脚定位の′くラツキはA特性

荊定位の方に多く見られた｡S.2 測定T--タ

の検肘相馬ケ原典故では.多散の位菅計を使用し1=が,一

つの粗銅点で.同一の瓢定条件に七･/トしたものは,

ほとんどなかっf=｡そのために,酌定時には,Tablelや2

に示されるような溺定位岡の大きな不一鼓やJ{ラツキには銘付かず.I:(='TablC3に示されるよ

うに,いくつかの油在で.鹿奇計柑示位とレベルレコー

ダビーク依l即こ0-3dBの蓮があることが施められた

だけT･あった｡そのために,それらの垂典は訊定訳

差や織蓋によるものであるとして.あよりEE賓祝し

なかった.しかしながら.その後.抑定データを鼓理する段階になっ

て.併奇計の各軸特性指示伐開の藍を検討したところ.理路肝辞燐が

放大で5.5dBとなるdtllmptJIse-dBFASLがTAbLC3に示されるように.しばしば 1

0dB以上となり.また政大

で9dBとなるdBFaSト dBshw もしばしば9

dB以上となって.瓜大な餅約定があることが明らか

となった｡そのために.同一脚 点でデータレコーダに-記録さ

れた同じ周波欺補正特性のデータを.レベルレコーダ

LR-04と荊速度グラフイ･/クレコーダLR-5時

用いて,三つの動特性で.まr=それらの波形の紀簸

位田をかえて.レベル波形を研き出し,得られたピ

ーク位について槙肘した｡すなわち.各曲特性ピーク

俳mの差が政も適当となり.また放 方法によらず一定伍が得

られる方法を検討した｡レベルレコーダは.その渋みとり

餌が,例えばTable5に示すように政形の紀卑位置に

上って変わり.さらに,そのフルスケールレべIL,

より30-40dB低いレベルになっても,わずかづっ変った｡

高速度グラフィックレコーダの場合は.航速のように

フルスケールレベルよりも20

-30dB低いレべIL･では,一定した此みとり伍が得られ.また各動特性閉読みと り伍の丑も適当な伍となった｡

インJl'ルス柿密母音計NA-61I_'けは,その措

示伍が読みとり位隈によらず一定とな,'たが,各動

特性岡の垂が適当ではなかった｡またインJl'ルス将密

昏曹計と普通又は指示軽奇計のデータレコーダ詑簸 A

C伯母を,DC

伯母に変換して比較したところ0-4dBの差異が窪めら

れ.これは周波敢補正特性の速いによるものと考えら

れた｡以上の検討によって,2.4に述べた方法

によって得られた沈みとり任が.我々の用いた測定舟

睦のうちでは.政も正軸であると判断され.そ

れを比較基準伍とした｡以下.この基準伍に対して不一政文はバ

ラツキを示した代我的なP]定例について擁肘する｡

Tablelと2から,普通及び柑示軽奇計は.

9-10dBと大きく界なる指示伍を糾る場合があり

.またNAJ9の指示伍は,菅の性質によって,鵜野

伍との差が大きく変わることがわかる｡一般に.汎定に

用いた骨油及び指示軽奇計では,反射があったり.吸

音.超音の好守がないときは.正柾な

岱J:りも著しく低い仇を指示し.吸音,藩菅の捗哲が著しいときは.

正也な鏡に近い伍を指示することが･いえる｡また瓜近のイン'.'IL･ス椅密併青汁NA-61T･

t,.その指示値は基申伍とは一致せず.さらにそれら

関の蓋は爆源の性骨によって著しく変っている

｡前者は不適当な動特性によって,後者は不適当IL投合

曹特性によって生じたと考えられるが 辞Gは不明である｡3つの軌持

性鵡定位岡の重は.そ7)定見式†一によると,Impu

LseとFastの蓋及びFastとSlowの豊は,非常に

伝い持続時間の音に対しては.それぞれ5.5と9dB.100msccの持統時間の'1-スト奇相骨に対 しては.

それぞれ2.3と7.6dBとなる｡今回抑定された屯田の爆発音に対しては.おおよそそれらのl



-5dBは妥当な仇である.しかし.荘奇計指示伍の歪

から得られた騎合は.ほとんど5.5dBよりも大きく

なり,大きいものでは15d8にもなっている｡ 定顕

式によれば.このようなことはありえないので.この

ことは何らかの餅測定があることを示している｡

この原田は.ImpuLse指示伍が,NA-57を使用 し

た第2枚測点A特性の場合を除いて,全てNA-61を用

いて解られており.これは基中位と十分に-鼓してい

るのに対して,FaSt指示位のほとんどは.普通又は指

示昏音計で得られており.それが基準伍よりもかなり

低くなるために,前述のような大きな差とな･}たので

ある｡

FzLStとStowの輪示伍の垂は5-22dBとかなり広が

りがあり.特に9dBを越える場合が多く.訊油定が多

く含まれていることがわかる｡これはまた,FasL指示

任よりt>Slow指示餌の方が.基準伍よりもさらに低

くなったことを示している｡

レベルレコーダのど-ク伍と骨油鹿奇計の指示仇は,

Tab一e4に示されるようlこ.±ldBと比較的によく

一女している｡これは.レベルレコーダのベンの運動

が.普通鮭奇計の指針の運動と同じになるように.洞

節されているためと考えられる｡しかしながら,それ

らの潤定位は.益神位より低い俵を与えるNA161の

指示値よりもさらに約2dB低くなっており.正租な

潤定位ではない｡そのことをもっと明蝕にTAble5の

データが示している｡

紀免許での波形把魚位t乱 また指示計琴の指示目盛

位隈によ-'て.TableSのように邦定位が変わる現象

は,イン′..ルス輔車丘奇計NA-61とフルスケールレべ

'̂よりも20dB低いところで使用 した高速度yラフイ

1クレコーダLR-50以外の全ての昏昔計(NA-57

ち)と妃良計で定められた｡このような現故は.波高

率に対する応答何度の速いによって生じたと考えられ

る｡

NA-61は.央効岱検出回路にTrtlCRMS方式 を採

用しており,波高串に対する応答柿度が,波高率5で

0.2dB.波高串10で0.5dBと非常に高い｡一方.LR

-50の波高率応答性は次のように与えられている｡

oフルスケールより-20dB以下の40dBの範同で波高

率10以上

0フルスケールより-20dBまでは10以下

oフルスケールより-10dtlまでは3以下

代衣的な棚我音の政商串は5以上と考えられる.ため

に,NA-61やある限られた唯田で使用するLR-50で

紘.政商申応答相成不良による測定伍の低下はない｡

これに対して.普通及び指示疎音札 インパルス柿密

昏曹計NA-57及びレベルレコーダは.二乗検波方式

を採用しており.また特に過負荷を大きくとってある

ものはないので.波高率応答何度はあまりよくなく.

7JL,スケIJレと-15dB阿-でIL 波布串3-6亀鑑ま

での応答性しかないであろう｡また.指針やペン等機

械的可動部分の制動特性も脚定位に関係し,レベルレ

コーダで,フルスクールレベルよりも大脚 こ低い位酸

で耐定しても,脚定位が変化するのは.このためと考

えられる.

この他,爆発音は.周波敢分析の特典,その成分が

低周波牡域だけに典申した音であることがわかった｡

そのために,FhstとA特性例の況定餅の垂は.主とし

て軽藤と伝授条件によるが.20-50dBと非常に大き

く,発破等地中爆破の敬合にlも さらに大きくなる｡

またAC波形の波高位と爽効併ピーク伐開には8-15

dBの差がある｡したがって.̂ 特性T･油定位が得ら

れたとしても,マイクt,ホンや柏僻抄が飽和していて.

それが不正曲である墳合がしばしばおこる可能性があ

る｡

最後に,今まで衣示した指示餌は.庶奇計指針の振

れを人の日によって改みとったものであり 個人差や

他の好守によって,かなり親なることが予想される｡

Table6でtも 指示伍の放大と放小の歪が瓜も大きい

もので.平均で,0.5dBと.かなり一致した沈みとり

がなされている｡これは爽故壷内で糾られたデータで

あり.人と条件の典なる野外測定で.どの程度の餅墓

がでるか不明であるが.土ldB以上の娯蓮はめったに

ないであろうと推剖している｡

S. まとめ

1) 一般唐音の邦定に申じr=方法で,爆発亜音を約定

した番台には.大きく関連った抑定位を得る可位性

があり.爆発母音の正故な油定のためには,特創の

性能をもつ湘定欝が必要である.

2) 過去,普通に使用されてきた母音肝や配録紳士.

爆発併昔の潤定に必軒な特別の性随を,ほとんど償

えてないものが多い｡そのような昏奇計の指示伍や

妃奇計から読みとられたど-ク伍は.それらが故み

とられた目盛や怒灸位位によって.さらに,約定対象

の般発音の性質によって大領に変わるなど.過去の

7--タには大きな不一丑やバラツキが含まれる場合

が多く,参照の軌こは注意する必卓がある｡

3) 爆発昏音の正砕な湘定のためには.波高率応答性

虎が特に盃歩であり.そのためには,薬効位変換方

式にTnJeRMS方式を採用した測定辞を選べばよ

い.その他,軌特性の正細さ.過負荷特性,恥定常

可動部分の機械的応答掃皮.マイク｡ホンや増賭辞

の飽和及び周波敢補正特性帝も鬼婆な槻係がある｡

虚像に,当報告では.爆及軟膏の汎定に閑した測定
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不一政やバラツキにFqして.定性的な検肘しか行えな

かった｡また当報告で庇良と判定された方法によって

ち.まr_'3dBまでのバラツキがみられた｡今後の引き

続いた故肘が必要である｡なお,次掛 こおいてri,ち

っと定血的な検肘を行う｡
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DiBCtLBaiohOnthemethodforn ezLSttreTrLeAtOfbh8tnOiBe(1)

byEishiKURODA+,TadaoYOSHmA++,Sei之OITO… ,

andNaotaKOBAYASHIJF+巾,

h thefieldexplosionexperiments,blastnoisefrom surfaCCdetonationswits

measuredwith manysoundlevelmetersand leyelrecorders o【 yArioustype.

AmongmzLnydat且Oblained,itwasEoundthatmanymeasurementdiscrepanCiesand

scattering,consideredtobedifficulttorearraLngeandanalysethem,werecontained

considerably.

h thisreport,wediscussedonit'ScausezLndmethodforAccuratemeasurement

oEblastnoise.Astheresult.itwas recogniZed thatinstrumentsEormeasurmg

blastnoiseshouldhvesomepeculiarcharacteristics.
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